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アジア学院の今後の再建計画  
アジア学院 大津 健一  

昨年 3 月 11 日の東日本大震災及び福島第一原発の放射能漏れ事故後、震災によって受

けた建物被害に対する再建への取り組みと放射能被害に対する除染への取り組みを行って

いる。再建計画は、大きく３期に分け、第 1 期計画には応急補修工事や事務所及び職員室

移転に伴う新築工事などが含まれている。現在第 1 期再建計画が完了し、第 2 期再建計画

に沿った教室・新コイノニア棟の新築工事、農業研修設備整備工事などを行っている。教

室・新コイノニア棟については今秋から使用の予定である。またこれに続いて男子寮新築

工事、また危険のため使用禁止になっているチャペルの新築工事を行う予定である。特に

新チャペルについては、関東教区の強いご支援の下教団から建築資金のサポートを頂くこ

とが約束されている。第 2 期再建計画は、2013 年 3 月末までに完了する予定である。更

に第３期再建計画については、資金の見通しがつけば実施したいと願っている。  
一方放射能被害については、水、土の線量や農作物・豚肉・鶏肉・卵などの線量を計測し、

現在最も厳しい基準といわれているベラルーシの子どもへの食品安全基準（水=10Bq/ｋg, 
米=20Ｂq/ｋｇ , その他の食品=37Ｂｑ /ｋｇ以下）をアジア学院の自家消費用及び販売用の

食料品に適用している。ちなみに水の線量は ND、昨年度収穫の玄米が 11Ｂｑ /ｋｇ，白米

が 3Ｂq/ｋｇ、野菜は 0～21Ｂｑ /ｋｇ，豚肉 8Ｂｑ /ｋｇ、鶏卵４Ｂｑ /ｋｇとなっている。

但し、しいたけは 415Ｂｑ /ｋｇ，ブルーベリーは 123Ｂｑ /ｋｇとなり、自家消費用・販売

用にも供していない。また、本年 1 月より地域の市民向けに放射能計測サービス“ベクレ

ルセンター”を開設し、市民の不安に応える活動を行っている。  
以上のように私たちは、祈りと希望をもって現キャンパスにとどまり、2013 年 9 月 16

日の創立記念日には、復興を感謝してアジア学院創立 40 周年記念の時を持つ予定である。  
 

甘楽教会、現在の状況  
  甘楽教会 藤 秀彦  

震災に傷んだ大谷石造りの教会堂は、簡易診断で補修の必要が指摘されていました。ど

の程度の修理を要するかを具体的に知るために、今年１月に精密診断を受けたところ、ひ

び割れた壁の修理をはじめとして、いくつかの修理が必要であることが判明しました。こ

の精密診断の報告を受けて、4 月 22 日に行われた定期総会で、会堂修理に取りかかること

を決議しました。これから会堂修理のために動き出します。この修理のために祈りと力を

あわせることができるよう、みんなで丁寧に議論しながら取り組んでいきたいと思います。 
教会と同じ敷地内にある幼稚園の園舎も、屋根瓦のずれなど修理が必要な箇所がありま

す。耐震対策も同時に行わなくてはなりません。群馬県は低線量ながら放射線の影響を受

けており、敷地内の環境にも注意し続けています。教会堂の修理と幼稚園の活動が守られ

ますようお祈り頂ければ幸いです。  
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炊き出しボランティア募集中
郡山仮設住宅支援プロジェクト
東日本大震災から、もう一年が経ちました。
あの悲劇と混乱が、少しずつ私たちの記憶の中で風化し始めている一方で
被災地では今も、復興に向けた厳しい戦いが続いています。
ここ福島県郡山市には、約１８００世帯の仮設住宅があり、富岡町、浪江町、双葉町、川内
村など、福島第一原発周辺に暮らしていた皆さんが生活しています。
関東地方会社会部は、総会社会委員会の財政支援を受け、郡山伝道所、水戸教会、東京教会
と共に、炊き出しを中心とした１年間の仮設住宅支援プロジェクトを立ち上げました。
歯を食いしばって被災と戦っている人々に寄り添い、励ますために...
孤独と喪失感の中にある人々に、神の愛と関心を伝えるために...
どうぞ皆さんの力を、お貸しいただけませんか？

郡山仮設住宅支援プロジェクト 募集要項
場所：福島県郡山市の三つの仮設住宅群（富田町若宮前，緑ヶ丘東，ビッグパレットふくしま）
期間：２０１２年２月から２０１３年１月まで（月一回／計１２回）
活動内容：炊き出し、ミニ・コンサート、その他イベントの準備、実施、撤収作業
参加資格：どなたでも（小中学生は保護者同伴）
集合場所：在日大韓基督教会水戸教会
集合時間：炊き出し日前日の午後３時
準備するもの：一泊用の準備，寝袋（宿泊場所は、水戸教会かつくば東京教会のいずれかになります）
申し込み方法：氏名、性別、年齢、所属教会、職責、携帯電話番号を書いて、許伯基牧師宛に「炊き出し参加希
望」という題目で、email（baekki@mac.com）またはＦＡＸ（029-857-3079）まで
問い合わせ先：現地に関する問い合わせ＞朴正根牧師（080-1817-2897）
　　　　　　　炊き出しに関する問い合わせ＞韓在文牧師（080-5050-8291）
　　　　　　　申し込みに関する問い合わせ＞許伯基牧師（080-3900-9252）

炊き出し予定日
2012年2月20日(月) 

2012年3月24日(土)

2012年4月14日(土)

2012年5月12日(土)

2012年6月16日(土)

2012年7月28日(土)

2012年8月25日(土)

2012年9月17日(月/祝)

2012年10月8日(月/祝)

2012年11月23日(金/祝) 

2012年12月8日(土) 

201３年1月14日(月/祝) 

主催：在日大韓基督教会関東地方会社会部

後援：在日大韓基督教会社会委員会
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